
図 1 自動運転化に向けた技術開発状況

第一段階

・平坦路

勾配なし

曲路なし

・降雪なし

・30～50km/h

第二段階

・勾配あり曲路

勾配あり

曲路あり

・降雪なし

・30～50km/h

第三段階(今回)

・高速道路

勾配あり

曲路あり

・合流／障害物

・降雪なし

・30～50km/h

第四段階

・平坦路

勾配なし

曲路なし

・合流／障害物

・降雪なし／あり

・30～50km/h

第五段階

（試作車両）

・高速道路

勾配あり

曲路あり

・合流／障害物

・降雪なし／あり

・30～50km/h

運用に向けた梯団走行の技術確立

隊列走行から梯団展開と梯団収束の技術確立
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※赤字下線部が技術開発の実験条件

2023.7～ 2024.1～ 2024.9～

写真 1 第一段階（昼間・勾配なし・曲路なし） 
（南紀白浜空港旧滑走路） 

写真 2 第二段階（夜間・勾配あり・曲路あり） 
（アネスト岩田 ターンパイク箱根）




